






要約:母乳中への抗痙攣剤の移行を知る目的で抗痙攣剤を内服していた 6 例の母親の分娩

後の血中濃度,母乳中濃度,児の血中濃度の動態を測定した。phenytoin,carbamazepin に関

しては母乳栄養を禁止しなくても良いと考えられた。 

phenobarbital に関しては、児の血中濃度を測定し個々の症例に慎重に対応することが必

要と考えられた。 


